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骨導超音波であれば，従来型補聴器の使用が
困難な最重度難聴者にも知覚可能である．申請
者らは，神経生理データによって骨導超音波知
覚の存在を客観的に証明したうえで，新型補聴器

（骨導超音波補聴器）への応用に取り組んでき
た．プロトタイプは画期的な性能を見せているもの
の，実用を目指した性能向上が必要である．

骨導超音波知覚の神経生理メカニズムを解明
末梢電位計測，脳波・脳磁界計測，心理計測，生
体頭部を対象とした振動計測，さらにはコンピュータ・
シミュレーションを駆使して，骨導超音波知覚の末梢
〜中枢メカニズムを明らかにした．聴神経以降の通
常の聴覚路が関与するものの，内耳においては可聴
音とは異なるメカニズムが存在する可能性を示した．

新型補聴器の開発，および培われた骨伝導技術の音響機器，生活機器への応用
重度難聴者のための新型補聴器や発話学習ボードを開発した．また，獲得された骨伝導に係る要素技術
を応用し，騒音に強いマイクロホンやスマートホンを開発した．

骨導超音波補聴器の性能向上
骨導超音波に音声を重畳させるための振幅変調
方式の改良に取り組み，音質の改善および消費エ
ネルギーの軽減を達成した．また，音声伝達特性を
詳細に調べ，実用的な話者情報や発話意図の伝
達が可能であることや，概して人工内耳より自然な
聞こえを持つことを示した．

過去にほとんど調べられたことのない骨導超音
波の知覚特性や神経生理メカニズムの解明，最
適な音声信号加工方式の開発，骨導音の頭部
内伝搬過程の推定などに取り組むことで，実用化
に必要な補聴器の性能向上および基盤情報・
基盤技術の整備を図る．最重度難聴者用の補
聴器の開発として，世界初の試みである．

代表論文：Jpn. J. Appli. Phys., 52(7), 07HF06:1-6, (2013)
特許出願：特願2013-126672「マルチパス伝搬環境に
おける伝搬遅延特性の測定方法および装置」（2013年6
月）、特願2014-006128「照明方法および照明装置」

（2014年1月）
受賞：粟屋潔学術奨励賞，日本音響学会（2013年9月）
新聞：日刊工業新聞「重度難聴者向け骨導超音波補聴器」

（2011年7月21日）
一般雑誌：日経エレクトロニクス「振動で音を伝える技術の
開発が本格化」（2013年1月21日）
特記事項：国際会議において骨伝導研究に係るシンポジウムを開催
一般向け展示会などで10回の発表

獲得された骨導超音波や可聴周波数の骨
伝導に係る要素技術によって，難聴者のため
の福祉機器・生活機器や，騒音に強い音響
機器の開発の進展が見込まれる．また，骨導

超音波知覚の解明を通して明らかにされた聴
覚の知られざる機能は，さらなる聴覚補助・代
行機器，治療・診断機器の開発へと発展す
る可能性がある．
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重度難聴者のための骨導超音波補聴器．左：振動子の
呈示，右：本体

振幅変調方式の改良


